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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■貿易摩擦への懸念再燃で日経平均は上値の重い動きに 

 先週の日経平均は週間で223.49円安（－0.59％）の37741.61

円で取引を終了。米中対立への懸念が再燃したことで、上値追

いへの手控えムードが強まった。25 日移動平均線（25MA）が

下支えとなる一方、38000円水準が上値抵抗ラインと捉える見

方もより強まってきている。 

 トランプ米大統領が、鉄鋼の輸入関税を25％から50％に引

き上げると表明したほか、中国の関税合意違反を非難して厳し

い措置を示唆したとも伝わり、週初から米国を中心とした世界

的な貿易摩擦への懸念があらためて強まる展開となった。5月

の米ISM製造業景気指数が市場予想を下回ったほか、ISM非製

造業景気指数も好不調の境目となる50を下回るなど、米国景

気の先行き懸念も上値の抑制要因となった。一方、エヌビディ

アをはじめ、米半導体関連株に対する見直しの動きが優勢にな

ったことは、日本株の下支えにもつながった。 

 なお、5月第5週の投資主体別売買動向によると、外国人投

資家は現物を6116億円買い越したほか、TOPIX先物を1000億

円買い越したことなどから合計 6516 億円の買い越しとなっ

た。一方、個人投資家は現物を3610億円売り越すなど合計で

3340億円売り越し。事業法人は現物を2532億円買い越し、自

己は現物を273億円買い越した。 

 

■米国の関税政策の行方を見守る相場展開が継続へ 

6 日の米国株式市場は上昇。ダウ平均は前日比443.13 ドル

高の 42762.87 ドル、ナスダックは同 231.51 ポイント高の

19529.95 で取引を終了した。大証ナイト・セッションの日経

225先物は、日中終値比220円高の37990円で取引を終えた。

注目された米雇用統計では、非農業部門雇用者数が前月比 13

万9000人の増加と、市場予想を上回った。失業率は前月比横

ばいの4.2％にとどまり、過度な景気減速への懸念が後退する

形になっている。また、トランプ米大統領は、米中が9日にロ

ンドンで通商問題を巡り協議すると明らかにしており、協議進

展への期待が高まることにもつながっている。雇用統計を受け

て為替市場でもドル高・円安反転の動きとなっている。 

米中協議に関しては、6月5日にトランプ米大統領と中国の

習近平国家主席の電話協議が行われ、両政府の閣僚級協議など

が近く開催される見方はすでに強まっていた。交渉の進展には

なお予断を許さないであろう。また、日米貿易交渉に関しても、

6月15日から17日に開催されるG7サミット（主要7カ国首

脳会議）において、日米首脳会談が行われる可能性が高いとさ

れている。引き続き、米国の関税政策の行方を見極めるべき相

場展開が継続する公算が大きい。とりわけ、日本株にとっては、

自動車関税の大幅縮小・撤廃が早い段階で決定すればポジティ

ブサプライズとなり得るが、現状ではその可能性は低いように

見える。また、G7 を週末に控える中、為替市場での円高進行

なども今週はリスク要因となってこよう。加えて、来週には日

米金融政策決定会合の開催を控えており、これも今週の株式市

場の方向感を乏しくさせよう。ともに大きな政策変更は想定さ

れないが、米国ではトランプ大統領と連邦準備制度理事会

（FRB）の軋轢が再度強まってこないか注視する必要もある。

ちなみに、トランプ大統領はFRB に 1.00％の利下げを要請し

たとも伝わっている。 

 

■株主総会の接近を思惑視した物色などに注目も 

 月末にかけては株主総会の集中日を迎える。企業側も株高を

より意識するタイミングとみられ、実際に6 月相場は、11 月

～4月相場と比べてパフォーマンスの悪い5月～10月相場の中

にあって、相対的に堅調な株価推移となりやすい。特に近年で

は、株主還元の強化や再編の動きなどが増加傾向にあるため、

ポジティブ材料の出現も期待しやすい局面であるといえよう。

ファンドの大量保有が直近で明らかになっているような銘柄、

親子上場の関係にある銘柄などへの思惑買いが強まりやすい

だろう。また、9 日には米アップルが年次世界開発者会議

「WWDC25」を開催予定で、電子部品株などアップル関連銘柄の

動意につながるかなども注目されるところだ。プライム市場と

比較して足下で堅調な推移が目立つグロース市場だが、6月6

日には前日比17ポイント安と4月9日以来の大幅下落となっ

ている。米関税政策や為替の影響が乏しい内需株のウェイトが

高いという優位性が高い状況下、週前半には押し目買いの勢い

の程度が計れることとなる。 

 

■11 日に米消費者物価指数発表 

 今週、国内では、9日に1-3月期GDP（2次速報値）、5月景

気ウオッチャー調査、4月経常収支、10日に5月マネーストッ

ク、11日に5月国内企業物価指数、12日に4-6月期法人企業

景気予測調査、5月都心オフィス空室率、13日に4月第三次産

業活動指数、メジャーSQ算出などが予定されている。 

 海外では、9 日に中・5 月生産者物価指数、5 月消費者物価

指数、5 月貿易収支、10 日に英・5 月失業保険申請件数、11

日に米・5月消費者物価指数、5月財政収支、12日に米・5月

生産者物価指数、新規失業保険申請件数、13日に米・6月ミシ

ガン大学消費者信頼感指数（速報値）、欧・4月鉱工業生産、4

月貿易収支などが予定されている。なお、15日から17日にか

けては、カナダでG7サミットが開催される。 

 

日米、米中関税交渉の進展を見極めるべく、上値の重い相場展開が継続の公算 
 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

 ispace<9348> 

売れるネット広告社G<9235> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■中小型株は神経質な動きか 

 

 今週の新興市場は、ispace<9348>の急落に伴う影響を見極

めることになりそうだ。同社は6日、ストップ安の比例配分

で終えており、需給整理が長引くようだと、他の時価総額上

位銘柄への換金売りにつながる可能性があるだろう。東証グ

ロース・コアETF<1563>は、週間で－2.47％となり、5月27日

以来の水準に低下している。6日の米国市場は、米国と中国

の貿易交渉が進展するとの期待が高まったほか、5月の米雇

用統計が労働市場の底堅さを示す内容だったことで上昇し

た。そのため、主力大型株に資金がシフトしやすく、中小型

株については神経質な動きになりそうである。 

 

■「TikTok Shop」関連に注目 

 

売れるネット広告社G<9235>が6日に急騰した。子会社であ

る売れる越境EC社の「TikTok Shop運営代行サービス」で、

上場企業を含めた複数社のEC企業とすでに正式契約を締結

済みであることを発表したことが材料視された。「TikTok 

Shop」とは、ライブ配信中に商品を紹介し、その場で購入へ

と誘導できる「LIVE Shopping」機能が利用可能であり、米

国や東南アジア、EUなどでは既に提供されているが、日本に

おいても2025年6月にリリースされる予定である。「TikTok 

Shop」向けサービスを展開する企業は今後増えてくると考え

られるため、注目しておきたいテーマであろう。 

  

ispace<9348>の需給整理の進展を見極め 

 円 
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■先週の動き 

先週の米国株は上昇。週間ベースの騰落率は、NYダウが＋

1.17％、ナスダックが＋2.18％、S&P500が＋1.50％。週初は、

米中貿易摩擦の悪化懸念やトランプ大統領が鉄鋼とアルミ

ニウムの関税引き上げを発表したこと、ISM 製造業景気指数

の下振れなどが嫌気されて売り先行でスタートしたが、半導

体株の上昇に支えられて下げ渋る動きに。その後、米中貿易

協議の再開期待が下支えとなる一方、5月のADP雇用統計で

非農業部門の雇用者数が市場予想を下回ったほか、ISM 非製

造業景気指数もネガティブサプライズとなるなど、経済指標

の悪化が上値を抑える展開となった。ただ、週末にかけては、

雇用統計で雇用の伸びが減速したものの市場予想を上回っ

たため、景気への悲観的見方が後退。トランプ大統領が米中

通商交渉再開を発表したことも投資家心理改善につながり、

主要指数は大きく上昇した。 

 

個別では、トランプ大統領の関税引き上げ発表を受け、鉄

鋼メーカーのクリーブランドクリフス（CLF）やニューコア

（NUE）などが週初に大きく上昇。一方、関税引き上げによ

る鋼材価格の上昇がコスト増につながると嫌気された自動

車メーカーのゼネラル・モーターズ（GM）やフォード（F）

は下落した。テスラ（TSLA）は週央にかけて大きく下落。イ

ーロン・マスクCEOがトランプ政権の減税法案を痛烈に批判

し、政権との決裂が明らかになったこと、中国や欧州での販

売低迷が悪材料視された。5月の6000人規模の人員削減に続

き、数百人規模の追加削減に踏み切ったと伝わったマイクロ

ソフト（MSFT）は、週末にかけ上昇基調を続けた。アパレル

のPVH （PVH）は第1四半期決算を発表、通期の1株当たり

利益見通しを引き下げ、嫌気売りに押された。ディスカウン

ト小売りのファィブ・ビロウ（FIVE）は、配車サービスを提

供するウーバーテクノロジーズ（UBER）が運営するウーバー

イーツと宅配で提携を発表したほか、第1四半期売り上げ見

通しが予想を上回り上昇。消費財メーカーのプロクター・ア

ンド・ギャンブル（PG）は、生産性の向上目指し従業員削減

を発表し下落。半導体のブロードコム（AVGO）は四半期決算

を発表したが、見通しが冴えず週末に売り優勢となった。携

帯端末のアップル（AAPL）は、翌週に開催する新製品発表イ

ベント、年次世界開発者会議「WWDC25」を控え、週末にかけ

期待感先行で上昇。テクノロジ―会社のアップラビン（APP）

や株式取引アプリを運営するロビンフッド・マーケッツ

（HOOD）は、S&P500種株価指数の構成銘柄入れ替えで新たに

採用される銘柄の最有力候補とのアナリストの見解にそれ

ぞれ買われた。 

■今週の見通し 

今週の米国株は、トランプ政権の関税政策及び連邦準備制

度理事会（FRB）の金融政策を見極めたいとして、様子見ム

ードが強まっていく展開となりそうだ。関税政策に関して

は、9 日に開催予定の米中閣僚協議の行方が焦点となる。両

国首脳の会見などで事態の打開に向けた進展を占うことに

なるが、レアアース輸出規制問題を背景に、関税率の相互引

き下げに向けた流れは強まっている印象がある。この場合、

米中半導体規制の緩和などにも期待が高まる可能性があり、

半導体株の支援材料にもつながっていこう。 

 

17 日～18 日にかけては連邦公開市場員会（FOMC）が開催

予定であり、11日や12日に発表予定のインフレ指標にも注

目が向かう。関税政策実施によるインフレへの影響が依然不

透明である中、先週末発表された雇用統計で平均時給が市場

予想を上回っていること、消費者物価指数（CPI）コア指数

は伸びの加速が予想されていることなどから、早期利下げに

は慎重な姿勢が取られる公算が大きいとみられる。この際、

トランプ大統領とFRBの軋轢が再度強まっていかないか、FRB

の中立性が損なわれないかなどの警戒感が再燃しやすく、今

週はこうした警戒感なども意識されることになりそうだ。そ

のほか、トランプ政権の関税政策を巡って他国の反発が見ら

れている中、財務省が実施する国債入札で外国資本の資産投

資状況などを注視する必要性も高いとみる。 

 

経済指標は、9日に卸売在庫、米中通商協議再開、10日に

3年債入札、11日に米・5月消費者物価指数、5月財政収支、

10年債入札、12日に米・5月生産者物価指数、新規失業保険

申請件数、30年債入札、13日に米・6月ミシガン大学消費者

信頼感指数（速報値）、などが予定されている。なお、15 日

から17 日にかけてはカナダでG7 サミットが開催され、FRB

は連邦公開市場委員会（FOMC）を控えたブラックアウト期間

入りとなる。 

 

企業決算は、10日にジェイ・エム・スマッカー、ゲームス

トップクラスA、デイブ&バスターズ・エンターテインメント、

11日にジェイ・ジル、セールスポイント・テクノロジーズ、

オラクル、12日にガンディ・テクノロジーズ、アドビ、RH、

デッジクラスBなどが予定されている。 

 

 

関税政策や金融政策を見極めるべく様子見ムード強まる公算/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 142.50 円 ～ 146.50 円 

債券先物予想レンジ 139.10 円 ～ 139.60 円 

長期国債利回り予想レンジ 1.420 ％ ～ 1.480 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

 今週のドル・円は下げ渋りか。米トランプ政権の流動的な政策

運営で不透明感が深まっており、日米関税協議に向けドル高・円

安是正への思惑も根強い。しかしながら、米中貿易交渉への期待

感は根強く、リスク回避的な米ドル売り・円買いが直ちに拡大す

る可能性は低いとみられる。トランプ米大統領は鉄鋼・アルミニ

ウムに対する追加関税について、現行の2倍にあたる50％に引き

上げる方針を示し、適用された。政策方針の予測ができず、経済

見通しの不透明感は払拭されていない。ただ、今週発表される 5

月消費者物価指数（CPI）が市場予想と一致、または上回った場合、

米連邦準備制度理事会（FRB）は利下げ再開に一層慎重となるため、

ドル買い・円売りがやや強まるとみられる。 

 一方、先週発表された5 月 ISM 景況指数は製造業、サービス業

とも低調な内容だった。5 月消費者物価指数（CPI）でインフレ再

加速の可能性が示された場合、物価高と成長率の鈍化に対する警

戒感が再び高まり、リスク回避のドル売りにつながる可能性も残

されている。 

 

 

 

【米・5月消費者物価コア指数（CPI）】（11日発表予定） 

6月11日発表の5月米消費者物価コア指数（CPI）は、前年比＋

2.9％とインフレ再加速が予想される。市場予想と一致してもイン

フレ持続が意識され、ドル買いが入りやすい展開に。 

 

【米・6月ミシガン大学消費者信頼感指数】（13日発表予定） 

6 月 13 日発表の米6月ミシガン大学消費者信頼感指数で個人消

費の減退が示された場合、4-6 月期国内総生産（GDP）の 2 期連続

マイナスが警戒され、ドル売り要因となる可能性がある。 

 

■今週の見通し 

 今週（6月9日－13日）の債券市場では長期金利に低下圧力がか

かる可能性がある。財務省が超長期債の発行額を大幅に減らすとの

期待は、長期債相場に対する支援材料となっている。来週は日本銀

行の買い入れオペが2回実施される一方、供給は2回の流動性供給

入札に限定されるため、長期債などの需給関係は改善の余地が残さ

れている。超長期債利回りが6月中に上昇した場合、7月からの発

行の減額幅が大きくなるとの市場観測が広がっていることも長期債

利回りの上昇を抑える一因となりそうだ。 

 債券先物は主に139円台前半から半ば近辺で推移し、底堅い動き

が続く見込み。米国の関税政策を巡る金融市場の混乱が収束しつつ

あること、米長期金利が伸び悩んでいることから、為替相場に大き

な動きがない場合、債券先物は139円台を堅持する展開が予想され

る。 

 

 

■先週の動き 

 先週（6月2日－6日）の債券市場で10年債利回りは弱含み。6

月5日に実施された30年国債入札は低調な結果となったが、この

入札結果を受け財務省が 7 月から超長期債の発行を減額するとの

期待が高まったことが長期債などの利回り水準を押し下げた。超

長期債の需要は特に回復していないものの、利回りが上昇すると

発行減額幅が大きくなるとの見方が増えている。超長期債利回り

の上昇がある程度抑制された場合、10 年債利回りは上げ渋る状態

が続くとみられており、超長期から長期債にかけて国内勢の買い

が入りやすくなっていることも利回り低下につながったようだ。 

 10年債利回りは弱含み。1.507％近辺で取引を開始し、3日の取

引で1.524％近辺まで上昇したが、その後は伸び悩み。6日の取引

で1.448％近辺まで低下し、1.455％近辺でこの週の取引を終えた。

 債券先物6月限は強含み。139円14銭で2日の取引を開始し、

同日の夜間取引で138円81銭まで下落したが、超長期債の需給改

善への期待が浮上し、ポジション調整に絡んだ買い戻しが広がっ

た。5日の夜間取引で139円45銭まで反発し、139円35銭でこの

週の取引を終えた。 

 

 

 

 

 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

6986 双葉電子工業 714.0 30.29 4784 ＧＭＯインターネット 2,606.0 -13.85  倉庫・運輸関連業 2.73

3415 ＴＯＫＹＯ　ＢＡＳＥ 388.0 20.12 9612 ラックランド 1,073.0 -13.19  鉱業 1.12

4680 ラウンドワン 1,298.0 16.83 9824 泉州電業 4,205.0 -12.03  空運業 0.84

7721 東京計器 4,085.0 15.89 9627 アインホールディングス 5,062.0 -10.28  金属製品 0.63

7383 ネットプロテクションズホールディングス 546.0 15.19 7033 マネジメントソリューションズ 2,025.0 -9.72  石油・石炭製品 0.62

6310 井関農機 1,452.0 14.78 6201 豊田自動織機 16,400.0 -9.47  小売業 0.62

3778 さくらインターネット 3,985.0 14.51 7269 スズキ 1,680.0 -9.31  陸運業 0.58

3963 シンクロ・フード 626.0 13.20 4568 第一三共 3,485.0 -9.29 下位セクター 騰落率（%）

5632 三菱製鋼 1,712.0 13.00 262A インターメスティック 1,831.0 -9.13  海運業 -5.11

4694 ビー・エム・エル 3,355.0 11.83 3926 オープンドア 475.0 -9.00  輸送用機器 -4.18

7844 マーベラス 524.0 11.73 5110 住友ゴム工業 1,641.5 -8.83  ゴム製品 -4.13

7013 ＩＨＩ 15,550.0 11.19 8624 いちよし証券 785.0 -8.61  医薬品 -3.29

7453 良品計画 6,155.0 11.10 3687 フィックスターズ 2,020.0 -8.18  サービス業 -2.45

4483 ＪＭＤＣ 3,630.0 10.87 4023 クレハ 3,095.0 -8.02  電力・ガス業 -2.15

2130 メンバーズ 1,205.0 10.65 4666 パーク２４ 1,850.5 -7.91  卸売業 -2.00

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 
今週のポイント 

先週の日経平均は反落。トランプ米大統領が、鉄鋼の輸入関

税を25％から50％に引き上げると表明したほか、中国の関税合

意違反を非難して厳しい措置を示唆とも伝わり、世界的な貿易

摩擦への懸念があらためて警戒されることとなった。ただ、週初

に売り先行となった後は、25 日移動平均線が下支えする形での

底堅い動きとはなっている。業種別では海運が下落率トップとな

ったほか、週前半にかけての円高進行で自動車セクターやゴム

製品なども軟調だった。一方、米半導体株の堅調推移から、週

後半にかけては半導体関連が強い動きとなってきている。5 月

月次動向が好感されるものが多く、小売株も堅調推移に。 

個別では、住友ファーマがノボノルディスクファーマとの提携

で、ネクセラファーマがイーライリリーとの開発マイルストンを達

成でそれぞれ買い先行。ヘッジファンド業界の会合で有望銘柄

として取り上げられたラウンドワンの強い動きも目立った。伊藤

園は今期ガイダンスが、TOKYOBASE、U アローズ、ジンズ HD

などは5月の月次動向が好感される。エムスリー、センコーG、ト

ーセイなどはファンドの大量取得が材料視される。東京計器、

IHI、日本製紙、ネットプロなどにはアナリストの高評価が観測。

半面、アイン HD、積水ハウスは決算をマイナス視。松屋は月次

動向をマイナス視。豊田織機はディスカウントTOBの形となって

下落。クレハは市場外取引で自社株買いが終了し、需給面での

押し上げ期待が後退。ベイカレントとは創業者の保有比率低下

をマイナス視。パナソニックはテスラの株安で連想売り。 

雇用統計を受けた先週末の米国株式市場は上昇。非農業部

門雇用者数が市場予想を上回り、先の ADP 雇用統計の結果に

よって高まっていた警戒感が大きく後退することとなった。また、

想定線ではあろうが、9 日に米中貿易協議を開催と伝わったこと

も貿易交渉の進展期待につながったようだ。米国株高を受けて

日経平均は再度上値抵抗線となっている 38000 円水準にトライ

することになる。ただ、日本株にとって関心の高い自動車関税

に関しては、今週末に開催されるＧ７サミットで日米首脳会談が

行われるとみられており、今週の様子見材料につながる可能性

が高い。Ｇ７を控えての為替動向などもリスク要因となる。日本株

は徐々に上値の重さが意識されることになっていこう。 

物色の方向性としては、株主総会の集中日が接近する中で、

低 PBR 銘柄に対する株主価値向上策への要求が強まっていく

ことが想定される。全般的に、グロース株よりもバリュー株への

意識を高めたいタイミングといえよう。グロース株に関しては、米

雇用統計での平均時給の上振れ、今週発表予定の CPI ではコ

ア指数の加速が予想されていることなども逆風となる。ただ、週

初にはアップルの年次開発者会議が開催されるため、内容次

第ではアップル関連の電子部品株などに刺激材料となってこよ

う。国内決算では、円高メリット代表格の神戸物産が12日に発表

予定。他の関連株の刺激につながっていくか注目される。ほ

か、18 日の会社四季報発売を控え、好業績の中小型株で散発

的に動意づくようなものも見受けられてこよう。 

日米首脳会談などを控えて徐々に様子見ムードが優勢か 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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日経平均株価 
 

 

 

 

 
■強弱均衡の状態が崩れる可能性 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もみ合い終盤、一目均衡表は変化日接近 

 先週（6月2-6日）の日経平均株価は2週ぶりに下落した。1

週間の下げ幅は223.49円（前週804.63円高）だった。 

 

 東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は5月第5週（5月26日～5月30日）、買い越

しを継続し（6516億円、前週は1033億円買い越し）、現物も買

い越しを継続した（6116億円、前週は2833億円買い越し）。 

 

 先週の日経平均はもみ合いに終始した。週内高値と安値の差

は547.70 円と年初からの22週で最も小さく、膠着感が強かっ

た。この間、右肩上がりの25日移動平均線を下回る場面はなく、

底堅さを確認する形となった。反面、25日線上方の5日線は下

降を続けて上値での売り圧力の強さを窺わせた。 

 今週はもみ合い局面が終盤を迎え、後半にはレンジ離脱に向

けて動意付く可能性がありそうだ。先週末は5月13日高値と22

日安値の中間37739.97円に肉薄する37741.61円で終了。RSI（14

日ベース）が 53.29％と中立圏中央の 50％近傍に位置している

こともあり、足元の売り買い拮抗状態が窺える。 

 一目均衡表は三役好転下の強気形状を保っているが、株価が

転換線を下回って騰勢一服の形状。ただ、今週末6月13日に変

化日を迎えるため、強弱均衡の状態が崩れ、相場が上下どちら

かに放れる可能性が意識される。 

 先週末終値が25日線を上回る銘柄は、日経平均採用225銘柄

で117銘柄（先々週末5月30日は167銘柄）、東証プライム市

場全体で 60％（同 68％）。短中期投資家の含み損益はプラスを

保ち、相場全体で一定の買い余力が温存されているとみられる。

 ボリンジャーバンド（25日ベース）では、先週末終値が中心

線をわずかに上回って買い手やや優勢を示唆。1σ相当の値幅は

462.54円（先々週末は955.84円）と急速に縮小した。-2σから

+2σのバンドが狭まる「5本線収束」の最終局面にあるとみられ、

日経平均は日々の値幅拡大とともに新しいレンジに向けて動き

出す展開が想定される。 

 上値では、5月13日高値38494.06円を超えればレンジ上抜け

となり、4万円奪回に向けた強気相場が期待できよう。下値では、

5月22日安値36855.83円が抵抗線として意識され、この水準を

下回ると25日線の下降開始とともに調整がやや長引くリスクが

ありそうだ。 

  

 

テクニカル分析 

円 

一目均衡表（日経平均） 

■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 



 

株式会社フィスコ 9 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 621 Weekly 
2025 06 09 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連 866,702 7.1% 23,819 27,596 52.5% 16,898 321.13

2023/3連 1,020,456 17.7% 29,575 33,500 21.4% 18,596 363.68

2024/3連 1,030,674 1.0% 26,534 31,106 -7.1% 20,853 413.61

2025/3連 1,078,631 4.7% 30,381 32,254 3.7% 23,264 461.90

2026/3連予 1,080,000 0.1% 27,000 26,000 -19.4% 17,500 347.44

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

6/6 終値 3048 円 

目標株価 3400 円 

業種 水産・農林 

■今期減益見通しは一過性の影響 

 

 水産国内最大手。2007 年にマルハ、ニチロが経営統合。2025

年3月期の売上高は10786.31億円（前期比4.7％増）、営業利益

は 303.81 億円（同 14.5％増）と増収増益で着地。前中期経営計

画の指標は全て達成した。水産資源事業では、北米のカニ類取

扱数量の増加や欧州での高利益商材の販売拡大が寄与。また、

食材流通事業・加工食品事業ともに増収増益を達成した。2026

年 3 月期の通期業績予想は、売上高 10800 億円（前期比 0.1％

増）、営業利益 270 億円（同 11.1％減）を見込む。営業利益は企

業変革費用50 億円の支出があり減益となるも、当該影響を除くと

増益計画となる。 

 

■世界レベルの地産地消展開で価値創造の最大化を狙う 

 

株価は決算発表後に大幅下落、一度回復基調に入ったが再

び下落トレンドの兆しを見せている。同社は2025年3月に新たな

長期ビジョンと中期経営計画を開示、今期から「バリューサイク

ル」「グローカル戦略」の具体的な施策をスタートする。2028 年 3

月期に営業利益 400 億円以上、ROIC5％以上を目指すほか、株

主還元では配当性向 30％以上を目標とする累進配当政策を掲

げて資本効率と株主価値の両立を図る。中長期的な成長に期待

でき、目先の目標株価は 4 月高値を超える 3400 円とする。 

 

★リスク要因 

生産コストなどの各種コスト増。 

1333：日足 

 

25 日線は右肩下がりに推移。 

          

2028年3月期に営業利益400億円以上へ、来年3月「Umios」に商号変更 

マルハニチロ〈1333〉プライム 

今週の分析銘柄 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連 263,907 -6.8% 11,225 11,490 -5.1% 6,727 193.22

2023/3連 282,495 7.0% 12,038 11,768 2.4% 7,534 216.38

2024/3連 312,680 10.7% 11,651 11,310 -3.9% 9,165 263.25

2025/3連 346,685 10.9% 11,460 10,619 -6.1% 6,452 185.32

2026/3連予 370,000 6.7% 15,000 14,000 31.8% 7,800 224.02

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

6/6 終値 2802 円 

目標株価 3100 円 

業種 建設 

■中核5社がそれぞれ異なる専門性を発揮 

 

 建築・土木・不動産の 3 事業を柱とする総合建設企業グルー

プ。同社の特徴と強みは、中核 5 社がそれぞれ異なる専門性を

発揮しつつ、グループ全体で高い補完性とシナジーを実現して

いる点にある。25 年 3 月期の売上高は 3466.85 億円（前期比

10.9％増）と過去最高を更新した。建築事業の堅調な受注や不

動産事業における木造戸建住宅の販売好調が寄与した。一方

で、営業利益は 114.60 億円（同 1.6％減）と減益で着地、一部の

大型工事において建設コストの増加を価格転嫁できず、不採算

となったことが主因となる。 

 

■「事業成長」と「組織経営」の2本柱で成長へ 

 

株価は 25 日移動平均線と 75 日線の間で推移している。同社

は中期経営計画の数値目標として、28 年 3 月期に受注高 4800

億円、売上高4200 億円、営業利益210億円、当期純利益122億

円を掲げている。「事業成長」と「組織経営」の2本柱に整理し、事

業領域を川上・川下の双方に拡張する方針を掲げつつ、働きが

いと働きやすさの両立を目指す。株主還元では累進配当が基本

方針。政府のインフラ更新・脱炭素政策の追い風もある中、目先

の目標株価は昨年9 月高値付近3100 円とする。 

 

★リスク要因 

生産コストなどの各種コスト増。 

1762：日足 

 

まずは 25 日線を上抜けられるか。 

          

過去最高売上高を更新し更なる成長軌道へ、株主還元では累進配当が基本方針 

高松コンストラクショングループ〈1762〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連 88,084 -9.4% 12,401 13,435 52.0% 9,442 404.73

2023/3連 104,208 18.3% 15,557 17,164 27.8% 10,570 428.43

2024/3連 94,557 -9.3% 10,492 12,008 -30.0% 7,650 300.84

2025/3連 96,434 2.0% 13,246 14,154 17.9% 10,332 81.54

2026/3連予 102,000 5.8% 17,000 18,100 27.9% 12,300 97.70
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売買単位 100 株 

6/6 終値 1689 円 

目標株価 2006 円 

業種 化学 

■グローバルニッチトップ戦略 

 

 「基礎化学品」が売上高の39％を占め、「機能化学品」が30％、

「ヘルスケア」が 14％となっており、商社部門も持つ（25 年 3 月

期）。「基礎化学品」は、創立以来の主力製品であるかせいソー

ダや塩素などを製造。グループ内で原料としても使用される。

「機能化学品」は、特殊な合成樹脂や合成ゴムなどの素材が主

力。「ヘルスケア」は、医薬品の製造工程で使用される特殊なシリ

カゲルなどを手掛け、医薬品原料の受託製造なども行う。グロー

バルニッチトップ戦略をとっており、世界シェアトップの製品も多

い。 

 

■営業利益は前期26.2％増・今期28.3％増予想 

 

 25 年3 月期売上高は 964.34 億円（前期比2.0％増）、営業利益

は 132.46 億円（同 26.2％増）。26 年 3 月期通期売上高は 1020

億円（前期比 5.8％増）、営業利益は 170 億円（同 28.3％増）予

想。ここに来て注目されるのが、世界シェア 6 割以上の医薬品製

造向けのシリカゲル。肥満症治療薬向けに需要が急速に伸びて

おり、同社では昨年 9 月に松山工場に製造設備を竣工。尼崎工

場でも計画を1年前倒しし、25年度中に設備を完成させる予定。

それでも需要に追いつかないと見て、更なる設備増強も検討中

だ。株価は上値が重いが業績は堅調。年初来高値 2006 円を目

標としたい。 

 

★リスク要因 

米トランプ政権の関税政策による世界経済の変調など。 

4046：日足 

 

 200 日線回復後の上昇に期待。 

          

基礎化学品・機能化学品・ヘルスケア事業を展開、肥満症治療薬向けシリカゲルに注目

大阪ソーダ〈4046〉プライム 
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(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連I 21,814 30.1% 4,783 4,768 31.1% 3,247 57.74

2023/3連I 27,809 27.5% 5,926 5,876 23.2% 4,267 71.17

2024/3連I 30,572 9.9% 5,484 5,387 -8.3% 4,607 71.76

2025/3連I 41,722 36.5% 8,717 8,510 58.0% 7,275 111.34

2026/3連I予 50,500 21.0% 11,500 11,000 29.3% 7,400 113.20

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

5/30 終値 3630 円 

目標株価 4143 円 

業種 情報・通信 

■データベースとなる保険者は2100万人 

 

 健康保険組合などの医療データを匿名加工し、製薬会社や保

険会社、健康保険組合や自治体、医療機関向けに解析サービス

を提供する。データベースとなる保険者は 2100 万人、健康診断

データなど PHR（パーソナルヘルスレコード、個人の健康情報）

は 700 万人、レセプトデータなどを収集する契約医療機関 1070

施設、処方せんを収集する契約調剤薬局 6870 施設。これらから

収集したデータを集計し、レポートやオンライン分析ツール、解

析サービス、コンサルティングサービスとして提供する。このほ

か、遠隔医療向けに遠隔画像診断サービスも提供する。 

 

■遠隔医療も高収益性を維持 

 

25 年3 月期売上収益（売上高）は 417.22 億円（前期比36.5％

増）、営業利益は87.17億円（同59.0％増）。取引先保険者数や、

利活用先である製薬企業、保険会社の 1 顧客あたりの取引額が

順調に推移、事業が拡大している。また、遠隔医療も堅実な需要

とオペレーション強化による高収益性を維持している。26 年 3 月

期通期売上収益は505億円（前期比21.0％増）、営業利益は115

億円（同 31.9％増）予想。株価は上値指向を強めている。年初来

高値4143 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

遠隔医療事業の海外展開の動向など。 

4483：日足 

 

 200 日線回復からの上昇に期待。 

          

医療データを匿名加工し提供、営業利益は前期59.0％増・今期31.9％増予想 

JMDC〈4483〉プライム 
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売買単位 100 株 

6/6 終値 611 円 

目標株価 750 円 

業種 サービス 

■3Q時点で営業利益は対通期計画87.2％と順調に進捗 

 

「グノシー」や「au サービス Today」などで広告枠を創出し広告

主から収益を得るメディア事業、ゲーム攻略サイト「Game8」を通

じた広告収入のマネタイズが軸となっているゲームエイト事業、

インド初のデジタルファーストな銀行である「slice」に投資を行う

投資事業の3 つを主に展開。25年5 月期第3 四半期（24 年6 月

-25 年2 月）は、連結営業利益が 5.93 億円となり、通期計画に対

する進捗率は 87.2％と順調に推移。ゲームエイト事業は四半期

単体で過去最高売上を更新し、Gunosy単体では第1四半期から

継続して営業黒字を実現している。 

 

■25年5月期より配当開始 

 

 3月19日取引終了後に、初配となる25年5月期期末配当の実

施を発表。当面の間は毎期株主資本配当率（DOE）3％以上を目

指し、配当を安定して実施する方針とした。株価は翌営業日に急

騰、4 月初めの相場全体の急落に伴い一旦売られたものの、足

下ではじりじりと下値を切り上げてきている。今回の初配実施は、

slice がインド発のフィンテックバンクへの発展を遂げ、今後の成

長可能性が大きく高まったと判断できたこともふまえており、時価

総額 1000 億円にむけて収益の柱を増やしつつある。目標株価

はひとまず年初来高値更新となる 750 円とする。 

 

★リスク要因 

景気後退による広告市場への影響など。 

6047：日足 

 

25 日線から上放れるか。 

          

25年5月期末に初の配当実施を発表、3Qも順調な進捗 

Gunosy〈6047〉プライム 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2021/5連 8,910 -36.3% 717 642 -23.4% 383 16.32

2022/5連 8,998 1.0% 412 191 -70.2% 130 5.47

2023/5連 8,052 -10.5% -268 -1,705 - -1,150 -

2024/5連 7,344 -8.8% 70 -829 - -1,186 -

2025/5連予 6,120 -16.7% 680 429 - 180 7.50
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今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連 226,562 4.2% 10,195 10,404 -26.4% 6,410 106.02

2023/3連 255,857 12.9% 522 -2,720 - -9,538 -

2024/3連 372,478 45.6% 51,110 48,272 - 29,590 532.11

2025/3連 369,017 -0.9% 35,173 28,414 -41.1% 16,053 287.75

2026/3連予 340,000 -7.9% 21,500 19,500 -31.4% 10,000 179.24

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

6/6 終値 3142 円 

目標株価 3400 円 

業種 機械 

■海外市場は好調に推移 

 

通貨処理機のパイオニアとして、世界トップクラスのシェアと技

術力を誇る。近年では、電子決済ソリューションや生体認証によ

る本人確認技術、ロボット SI といった先端分野への展開を加速。

グローバルでは 37 カ国に拠点を構え、100 カ国以上で製品を展

開し、海外売上比率は約 60％に達する。こうした体制により、金

融・流通インフラを支える中核企業として、世界規模で進化と変

革を続けている。25 年 3 月期の売上高は 3690.17 億円（前期比

0.9％減）、営業利益は 351.73 億円（同31.2％減）で着地した。国

内市場では新紙幣需要の一巡が影響。 

 

■27年度に売上高5000億円へ 

 

株価は 4 月の急落前水準を回復し、6 月 4 日に年初来高値を

更新した。「長期ビジョン 2028」では、海外事業の拡大を軸に 17

年度の売上高 2273 億円を 27 年度に 5000 億円へと倍増させる

方針。現在は「中期経営計画 2026」を推進中で、中計初年度は

計画を大きく上回っている。また、株主還元にも積極的で、総還

元性向 100％以上を掲げるなど、成長と株主利益の両立を重視

している点も注目に値する。PBR1 倍割れ改善に意欲的で、目先

の目標株価は昨年9 月高値を超える 3400 円とする。 

 

★リスク要因 

米国の関税政策など。 

6457：日足 

 

5月の決算発表以降、上昇基調を維

持。 

          

キャッシュレス化と人手不足が追い風、先端分野への展開も加速 

グローリー〈6457〉プライム 
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今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連 7,489 22.3% 708 713 32.0% 482 50.04

2023/3連 8,814 17.7% 840 841 18.0% 631 65.12

2024/3連 13,433 52.4% 648 653 -22.4% 531 54.68

2025/3連 19,412 44.5% 1,005 1,028 57.4% 692 70.96

2026/3連予 23,000 18.5% 1,800 1,800 75.1% 1,200 123.00

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

6/6 終値 2158 円 

目標株価 2600 円 

業種 サービス 

■著作権管理はJASRACと実質2社寡占状態 

 

日本音楽著作権協会（JASRAC）に対抗する唯一の民間企業と

して、著作権管理事業などを展開している。著作権管理は 2000

年の法改正で20数社が新規参入したものの、現在はJASRACと

同社で実質2 社寡占状態。JASRAC と比較して同社は、権利者と

の契約形態が委託契約となっており、権利者の意向を最大限取

り入れた柔軟な管理ができることを強みとしている。著作権使用

料徴収額のシェアは中期的に10％を目標（24年3月期で7.8％）

としており、長期的には 50％を目指している。 

 

■27年3月期にプライム昇格を計画 

 

 5 月13 日に25 年3 月期決算を発表。売上高・営業利益が過去

最高を更新するなど好調だったことに加え、26 年3 月期より初配

を実施すると発表したことが好感され、株価は急騰。6 月 4 日に

は年初来高値となる 2244 円へ到達した。同社は、27 年3月期に

プライムへの市場変更を計画している。プライム市場上場基準で

ある「純資産50億円以上」はすでに充足しており、今期は「2年で

経常利益合計 25 億円以上」の基準を充足するべく、経常利益の

増加を重視項目に掲げている。プライム昇格を意識した事業展

開が業績推移をしっかりしたものとさせそうだ。目標株価は 23 年

5 月以来の 2600 円とする。 

 

★リスク要因 

音楽サービスの変化に対する対応遅れなど。 

7094：日足 

 

強い上昇トレンド形成中。 

          

27年3月期のプライム昇格を目指し、株価を意識した動きへ 

NexTone〈7094〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2021/12連 340,477 1.6% 58,784 46,270 -1.7% 34,965 167.35

2022/12連 349,940 2.8% 64,478 63,531 37.3% 43,062 206.15

2023/12連 375,946 7.4% 70,508 69,471 9.3% 45,084 215.82

2024/12連 463,724 23.3% 79,670 71,722 3.2% 65,882 315.50

2025/12連予 503,000 8.5% 86,000 74,000 3.2% 55,000 264.44

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

6/6 終値 2542.5 円 

目標株価 2774 円 

業種 不動産 

■マンション分譲やビル賃貸を展開 

 

 1896（明治 29）年、旧 4 大財閥の一つである安田財閥の創始

者、安田善次郎によって東京市日本橋区呉服町で設立された。

以来、東京駅前の八重洲・日本橋・京橋近くに本社を構える。現

在の事業は、マンション分譲やマンション管理受託などの「住宅

事業」が売上収益（売上高）の 46％を占め、ビル賃貸や不動産投

資家向けビル売却などの「ビル事業」が 38％、不動産の付加価

値を向上させて再販する買取再販業務などの「アセットサービス

事業」が 12％などとなっている。リゾートホテルやゴルフ場、温浴

施設も展開する（24 年12 月期）。 

 

■八重洲プロジェクトも順調 

 

25 年12 月期第1 四半期営業収益は 1266.65 億円（前年同期

比9.0％増）、営業利益は237.06億円（同23.7％増）。分譲マンシ

ョン事業や投資家向け物件売却などが好調。25 年 12 月期通期

営業収益は 5030 億円（前期比 8.5％増）、営業利益は 860 億円

（同7.9％増）予想。東京・八重洲の大規模複合再開発「TOFRON 

YAESU」は、竣工1 年前にもかかわらずこの 3 月にオフィス部分

の内定率が 6 割に到達した。株価は保ち合いだが業績は好調

だ。昨年11 月の上場来高値2774 円を目標としたい。 

 

★リスク要因 

金利上昇局面での不動産市場の変調など。 

8804：日足 

 

 上値は重いが下値の堅い展開。 

          

東京八重洲地盤の不動産会社、第1四半期営業利益は23.7％増 

東京建物〈8804〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

クレハ プライム〈4023〉／需給面での押し上げ効果期待が後退し株価は大きく調整 

円 

（株） 

6 月 4 日には大幅下落の展開へ。5

月12日に、560万株、150億円を上限

とする自社株買いの実施を発表して

いたが、これを中止して、新たに1000

万株、350億円を上限とする自社株買

いの実施を行うと 3 日に発表してい

る。取得規模は大きく拡大することに

なるが、4日の立会外取引において、

3410 円で 1000 万株が約定されてお

り、市場取得でなく立会外取引での自

社株買いが実施された形になってい

る。自社株買いによる需給面へのイン

パクト期待が後退する形となった。 

1000 万株は発行済み株式数の

20.66％に当たる水準であり、1 株当

たりの株式価値は大きく向上するこ

とになる。需給面での押し上げ期待は

後退だが、株価の割安感は一段と高ま

る状況のほか、いずれ放出される株で

あったともみられ、株価下落場面は押

し目買い好機といえよう。25 日線レ

ベルを支持線として意識したい。 

大和工業 プライム〈5444〉／米関税策によるメリット享受の銘柄として今後も関心 

先週半ばにかけて上昇し、8400円レ

ベルでのもみ合いを上放れする形と

なっている。トランプ米大統領が、鉄

鋼の輸入関税を 25％から 50％に引き

上げると表明。6月4日から新たな関

税率を適用するとしている。USスチー

ルの製鉄所を訪れた際に演説し、米国

の鉄鋼労働者保護に寄与する措置と

強調しているもよう。米国鉄鋼企業の

競争力向上につながるとの見方が強

まる中、米合弁企業の収益寄与が大き

い同社にはこの関税方針がポジティ

ブ材料になると捉えられる。 

25年3月期は大幅減益だが、24年3

月期の持分法投資損益は652億円で、

経常利益の 65％を占める状況であっ

た。その大半は米国の合弁会社とみら

れている。鉄鋼関税の大幅引き上げに

よって、同合弁会社の競争力は一段と

高まることが予想される。米関税策に

よって最もメリットを受ける銘柄の

一つとして、今後も関心は続こう。 

読者の気になる
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伊藤忠エネクス 東証プライム〈8133〉 

週足ベースのローソク足。4月2週安

値を直近ボトムとして、株価はほぼ一

方通行で上昇してきた。先週は高値と

安値も連続して切り上げながら 3 本連

続陽線を描いて「赤三兵」を示現して

強い上値追い圧力を確認。株価下方で

は、ともに上向きの13週線が26週線

を上抜いてゴールデンクロスを形成し

たほか、52週線が上向きで推移してお

り、中長期ベースの上昇局面入りが予

想される。 

リックス 東証プライム〈7525〉 

日足ベースの一目均衡表。先週末のロ

ーソク足は下ヒゲのない「陽の寄り付き

坊主」で底堅さを確認。上昇中の転換線

が基準線を上抜いて三役好転の強気形状

が完成した。10日から20日にかけて変化

日が続いて短期的な値動きがやや不安定

になる可能性が意識されるが、基準線が

上昇基調にあるため大勢では上昇トレン

ド継続が予想され、5月20日高値を超え

て上値を伸ばす展開が期待できよう。 

今週のテクニカ

基準線  転換線  先行スパンA 先行スパンB 遅行スパン 

-13  -26  -52  -200 
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カテゴリー考察 
テーマ別分析 

テーマ別分析：企業に対する法的義務化で注目の「熱中症対策」 

■屋外活動を中心とする工事現場や運送現場などでの対応が加速 

 

熱中症対策テーマが再注目され始めている。企業に「熱中症対策」を義務化する労働安全衛生規則の改正省令が6月1日に施行

されたことがきっかけだ。「暑さ指数（WBGT）」28度以上、もしくは気温31度以上の環境で、連続1時間以上の作業などの条件に

該当する職場を対象に、早期発見、応急処置の整備なども求められる。違反した場合は罰則規定もあり、屋外活動を中心とする工

事現場や運送現場などでの対応が加速している。猛暑対策関連としては、クーラーや扇風機の活用が主流だが、今回の省令から企

業サイドでは、経口補水液の常備や保管、暑さ指数を示す電子式湿球黒球温度（WBGT）指数計などによる監視と管理、作業者に対

する「ファン付き作業着」の支給や補助などが進み始めている。東証スタンダードのワークマン<7564>が2日に発表した5月既存

店売上高は、ファン付き作業着の販売増などから前年同月比11.4％増と5カ月ぶりに2桁の伸び率となった。職場ではないが、10

月 13 日まで開催される「大阪・関西万博」での暑さ対策にも関心が向きやすく、熱中症対策関連テーマが注目度を高める期待が

ある。 

テーマ別分析 

■主な「熱中症対策」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 

コード 銘柄 市場
6/6
株価
(円)

概要

2207 名糖産業 ﾌﾟﾗｲﾑ 2021 粉末水分補給飲料、ミネラル塩飴など脱水対策製品持つ

2269 明治ホールディングス ﾌﾟﾗｲﾑ 3220 経口補水液「アクアサポート」を商品化

2503 キリンホールディングス ﾌﾟﾗｲﾑ 2070.5 熱中症対策に有効なナトリウム入りドリンクを販売

2587 サントリー食品インターナショナル ﾌﾟﾗｲﾑ 4643 親会社のサントリーHDが法人専用熱中症対策を展開

2590 ダイドーグループホールディングス ﾌﾟﾗｲﾑ 2689 熱中症対策飲料、職場向け暑熱対策支援をサービス化

2593 伊藤園 ﾌﾟﾗｲﾑ 3380 「ミネラル麦茶」など茶系飲料トップ、塩分補給飲料も

2585 ライフドリンク　カンパニー ﾌﾟﾗｲﾑ 2019 ミネラルウォーター、茶系飲料を製造を手掛ける

2802 味の素 ﾌﾟﾗｲﾑ 3613 経口補水液「アクアソリタ」を商品化

3103 ユニチカ ﾌﾟﾗｲﾑ 158 吸放湿素材や吸汗・速乾素材、遮光、遮熱素材を手掛ける

3201 日本毛織 ﾌﾟﾗｲﾑ 1438 子会社がネッククーラーや冷蔵ベストを製品化

4452 花王 ﾌﾟﾗｲﾑ 6676 冷タオルビオレ、冷バンドビオレなどを商品化

4578 大塚ホールディングス ﾌﾟﾗｲﾑ 6778 「ポカリスエット」「経口補水液」は熱中症対策の代表

4912 ライオン ﾌﾟﾗｲﾑ 1546.5 ボディ用に開発の高冷却シートや首元氷ベルト商品化

6367 ダイキン工業 ﾌﾟﾗｲﾑ 16280 国内業務用エアコンは断トツ実績、世界でも有数

6753 シャープ ﾌﾟﾗｲﾑ 685.4 シャーベット状飲料を作る冷蔵庫を開発しレンタル

7476 アズワン ﾌﾟﾗｲﾑ 2410 電子式湿球黒球温度(WBGT)指数計を製品化

7483 ドウシシャ ﾌﾟﾗｲﾑ 2398 冷却・発熱の両方に対応のネッククーラー手掛ける

7564 ワークマン ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 5930 ファン付きウエアや冷感コンプレッションウエア好調

7745 Ａ＆Ｄホロンホールディングス ﾌﾟﾗｲﾑ 1925 熱中症指数計を商品化、26年3月期は7期連続最高益予想

7792 コラントッテ ｸﾞﾛｰｽ 1343 安眠対策、冷感製品や緊急時連絡サービスを手掛ける

8051 山善 ﾌﾟﾗｲﾑ 1347 サーキュレーター（扇風機）、スポットクーラーを販売



 

株式会社フィスコ 20

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 621 Weekly 
2025 06 09 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

■株価の出遅れ銘柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 
スクリーニング分析 

日経平均直近安値水準との比較で出遅れ感の強い好業績銘柄 

■CME 日経先物は 38000 円水準まで上昇 

 

先週末の CME 日経先物は再度 38,000 円水準にまで上昇してきている。週初に開催される米中貿易協議次第では、上値抵抗線と

して意識される同水準を大きく上振れていく可能性もあるだろう。その際には株価の相対的な出遅れ銘柄にも関心が向かうものと

考えられ、日経平均が直近で安値を付けた4月7日からの株価の戻りが鈍い銘柄をスクリーニングしている。さらに、前期の営業

利益、並びに、今期の営業利益増益率がともに2ケタ増益のものを選定、これらはファンダメンタルズ的にみても反発余地が大き

いと考えられよう。 

スクリーニング要件としては、①4月7日終値比でマイナスパフォーマンス、②前期実績、今期見通しともに2ケタ営業増益。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
6/6株価

（円）
時価総額
（億円）

ネットキャッ
シュ/時価総

額（％）
PBR（倍）

予想
1株利益

（円）

3836 アバントグループ プライム 1,510.0 568.5 -1.4 4.23 91.46

4543 テルモ プライム 2,605.5 38576.0 -2.5 2.81 96.95

4578 大塚HD プライム 6,778.0 37416.3 -5.4 3.39 518.76

4768 大塚商会 プライム 2,931.5 11139.8 -1.9 3.00 145.04

4912 ライオン プライム 1,546.5 4398.8 -7.1 2.11 90.24

5820 三ツ星 スタンダード 720.0 27.4 -3.4 0.37 45.90

6412 平和 プライム 2,040.0 2036.1 -2.9 0.82 234.22

7604 梅の花グループ スタンダード 834.0 75.3 -0.7 5.68 39.15

9076 セイノーHD プライム 2,210.0 4147.7 -0.7 0.83 147.35

9166 GENDA グロース 855.0 669.5 -16.8 7.55 30.88

9206 スターフライヤー スタンダード 2,186.0 78.7 -4.3 - 488.90

（注）株価騰落率は4月7日終値比
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■グロース（旧マザーズ）市場発の成長企業に注目 

 

三菱UFJモルガン・スタンレー証券では、東証グロース市場改革構想に着目している。東証は「資本コストや株価を意識した経

営の推進・対話の促進」などの施策を進めてきたが、「スタートアップ企業の成長促進」のため、グロース市場改革にも着手して

いる。同証券では、グロース市場改革に向けた動きに期待したいものの、改革には時間を要すると指摘。そこで、高成長を実現す

る企業が少数にとどまる現状があるなかで、実際に高成長を遂げてきた企業に注目している。なお、東証によると、グロース（旧

マザーズ）市場上場後に時価総額10倍以上・1000億円以上に成長した企業は18社あり（下表）、今なお堅調な成長を続ける企業

も多く見受けられている。 

 

コード 銘柄略称 上場年
上場時の
時価総額
（億円）

5/28
時価総額
（億円）

成長率
（倍）

3697 SHIFT 2014 36 4,120 114

3064 MonotaRo 2006 161 14,903 93

3092 ZOZO 2007 200 13,974 70

6544 JESHD 2017 53 3,255 61

3397 トリドールHD 2006 77 3,666 48

3769 GMOPG 2005 152 6,524 43

6532 ベイカレント 2016 325 13,009 40

2160 ジーエヌアイ 2007 64 2,200 34

2175 SMS 2008 37 1,219 33

3923 ラクス 2015 122 3,890 32

3498 霞ヶ関キャ 2018 44 1,324 30

3778 さくら 2005 55 1,422 26

3186 ネクステージ 2013 53 1,325 25

9418 U-NEXT 2014 158 3,909 25

3962 チェンジHD 2016 38 871 23

6036 KeePer技 2015 67 1,116 17

2127 日本M&A 2006 162 2,340 14

2432 DeNA 2005 326 3,353 10

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
先週の話題レポート 

東証グロース市場改革と注目したい成長企業 

先週の話題レポ

ート 

「グロース（旧マザーズ）市場に新規上場後、時価総額10 倍以上・1000 億円以上に成長した会社」 

（三菱UFJ モルガン・スタンレー証券）

出所：東証資料（4/22付）、QUICK Workstationkのデータを元に三菱UFJモルガン・スタンレー証券作成。図表掲載の銘柄はジーエヌアイを除き、

現在は東証プライム上場。 

※掲載銘柄は2025年1月～3月の終値平均ベースで東証が上場時（原則として公開価格ベース）から時価総額10倍以上・1,000億円以上と判定し

た銘柄。図表内は5/28時点で更新。 
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5月30日時点の2市場信用残高は、買い残高が32億円減の

3兆9206億円、売り残高が233億円増の8047億円。買い残高

が3週間ぶりの減少、売り残高は4週連続の増加となった。ま

た、買い方の評価損益率は－9.47％から－7.18％、売り方の評

価損益率は＋12.99％から＋9.16％に。なお、信用倍率は5.02

倍から4.87倍となった。 

この週（5月26日－30日）の日経平均は前営業日比804.63

円高の 37965.10 円。米国市場の休場なども影響して、東京市

場は引き続き商い閑散となったが、配当金の再投資期待などか

ら日経平均はじりじりと上昇。注目されたエヌビディアの第1

四半期決算は市場予想を上回り、29 日の東京市場では値がさ

ハイテク株が買われ、日経平均は38000円台を回復。終値ベー

スでは2月下旬以来の水準まで上昇した。ただ、米国際貿易裁

判所がトランプ関税を「違法で無効」と判断したものの、米政

府は不服として上訴したと伝わるなど不透明な米国関税方針

が改めて意識され、週末は売り優勢に。 

個別では、QPS研究<5595>の信用倍率は6.22倍（前週は18270

倍）だった。5 月 29 日から貸借銘柄に選定されたことで、新

規売りが大幅に積み上がったためである。株価は4月7日の年

初来安値806円から、5月29日には2280円まで買われていた

だけに、割高感からのショートが積み上がったようである。今

後は個別の材料のほか、需給要因が加わることでトレンドが出

やすくなりそうだ。日ヒューム<5262>の信用倍率は 1.39 倍と

なり、前週から取り組みに厚みが増した。「政府は老朽化した

大規模な下水道の更新工事を 2030 年度までに全国で完了させ

る」との報道をきっかけに急伸したことで、反動安を想定した

新規売りが大幅に積み上がる形に。ジーエヌアイ<2160>も取り

組みに厚みが増した。バイオ関連物色でストップ高を交えての

上昇をみせるなか、売り買いともに残高が積み上がっている。
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コード 市場 銘柄
6/6終値

（円）
信用買残
（5/30：株）

信用売残
（5/30：株）

信用倍率
（5/30：倍）

信用買残
（5/23：株）

信用売残
（5/23：株）

信用倍率
（5/23：倍）

5595 グロース ＱＰＳ研究 2,260.0 6,042,900 972,300 6.22 5,481,000 300 18270.00

7762 プライム シチズン 835.0 409,300 1,931,300 0.21 438,400 127,600 3.44

7202 プライム いすゞ 1,821.5 412,800 999,800 0.41 289,500 141,400 2.05

5262 プライム 日ヒューム 2,005.0 711,400 511,800 1.39 759,000 151,500 5.01

2160 グロース ジーエヌアイ 4,100.0 5,477,400 489,700 11.19 5,065,400 129,500 39.12

5838 プライム 楽天銀行 7,764.0 1,492,400 663,800 2.25 1,575,500 278,100 5.67

7012 プライム 川重 10,725.0 3,265,800 2,076,000 1.57 4,346,700 1,171,300 3.71

2702 スタンダード マクドナルド 6,030.0 233,600 1,192,900 0.20 248,300 525,900 0.47

2914 プライム ＪＴ 4,330.0 3,874,200 900,800 4.30 3,640,800 381,600 9.54

3097 プライム 物語コーポ 3,580.0 292,800 621,200 0.47 296,400 295,800 1.00

4385 プライム メルカリ 2,600.0 2,376,800 807,800 2.94 3,108,900 515,300 6.03

3191 プライム ジョイ本田 2,014.0 2,087,000 2,131,800 0.98 2,084,300 1,072,600 1.94

3486 プライム グロバルリン 2,116.0 342,900 498,700 0.69 644,400 500,100 1.29

6501 プライム 日立 4,020.0 4,946,800 1,238,400 3.99 6,696,400 916,900 7.30

4848 プライム フルキャストＨＤ 1,747.0 211,900 603,500 0.35 249,400 411,700 0.61

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 
Market Data 

信用買い残が 3 週間ぶりに減少 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：ユーロの巻き返し 

 ブルガリアが来年1 月からユーロを導入する見通しです。ユ

ーロの値動きへの影響は軽微ですが、国際金融市場で存在

感が高まる手がかりとなります。ドルの信認が低下するなか、

ユーロが再び代替通貨としての輝きを増していくか注目され

ます。 

 

 欧州委員会と欧州中銀（ECB）は 6 月4 日、ブルガリアに対し

ユーロ導入の基準を満たしたと評価。7 月の正式決定を経て、

2026年1月から21番目のユーロ加盟国に加わりそうです。ユ

ーロ圏はさらに東方へと拡大。ブルガリアは通貨レフを長らく

ユーロとペッグさせており、すでに経済面では一定の連動性

がありましたが、正式導入により、金融・通貨政策の一体性が

さらに強化される見通しです。 

 

 ブルガリアは 2007 年の欧州連合（EU）加盟以来、自国通貨

レフからユーロへの移行に取り組んでおり、財政赤字の抑制

やインフレ率の安定化など、導入基準の達成に注力してきま

した。政府債務はGDP比25％前後と域内でも良好な水準にと

どまり、通貨の安定性や対外収支も健全と評価されています。

ユーロ導入によって金融市場からの信用力が向上するほか、

外国直接投資の促進の効果が期待されます。 

 

 ユーロは発足当初、ドルの代替通貨として期待されながら

も、金融危機や制度的不備によって信認を損ねた時期があり

ました。近年はECBの対応により安定を回復し、ブルガリアの

加盟はその流れを象徴。一方、ドルは高関税政策や財政赤字

の拡大、金融政策への政治介入といった要因から信認が低下

し、足元では米国債、株、ドルの「トリプル安」が再燃するな

ど、不安定な値動きが目立ちます。 

 

 足元のユーロ・ドルはドル安によって2022年以来3年ぶりの

高値水準となる 1.15 ドル台に押し上げられる場面がありまし

た。ユーロ圏経済はコロナ禍後の回復が遅れ、ECB は政策金

利の追加的な引き下げを継続。トランプ政権の高関税政策に

も翻弄され、ドルに主導権を握られています。ただ、欧米貿易

交渉は延期され、米連邦裁判所の司法判断によってはユーロ

の買戻しも期待されます。 

 

 ブルガリアに続く東欧諸国の動向は、ユーロ再浮上への重

要なカギを握るでしょう。数年内の導入を目指すルーマニアの

ほか、セルビアやモンテネグロなど、EU 加盟を目指す国々で

もユーロは実質的な準備通貨として流通。一方で、ポーランド

のように政治的にユーロ導入に慎重な国もあります。それで

も政治的な統合が進めば、ユーロは再び「ドルに代わる通貨」

としての存在感を強めるかもしれません。 

 

 ※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

連載コラム 



 

株式会社フィスコ 1 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 621 Weekly 
2025 06 09 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 資料編 
今週のＭａｒｋｅｔ Ｄａｔａ 

 

1 スケジュール 経済カレンダー  2-3 

  決算カレンダー  4-5 

     

2 レーティング 格上げ・買い推奨  6 

  格下げ・売り推奨  7 

     

3 投資主体別売買動向 総括コメント  8 

  市場別データ  9 

     

4 新規上場銘柄 結果とスケジュール  10 

     

5 一目均衡表雲抜け銘柄 雲上抜け銘柄（プライム） 11 

  雲下抜け銘柄（プライム） 12 

     

     

    

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週のマーケットデータ



 

株式会社フィスコ 2 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 621 Weekly 
2025 06 09 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済カレンダー 

6月2日～6月7日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

6月9日 月 08:50 GDP改定値(1-3月)

08:50 貸出動向 銀行計(5月)

08:50 銀行貸出動向(含信金前年比)(5月)

08:50 国際収支(経常収支)(4月)

10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存3-5年、残存5-10年、残存25年超)(日本銀行)

10:30 中・消費者物価指数(5月)

10:30 中・生産者物価指数(5月)

14:00 景気ウォッチャー調査 先行き判断(5月)

14:00 景気ウォッチャー調査 現状判断(5月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

20:25 ブ・週次景気動向調査

23:00 米・卸売在庫(4月)

27:00 ブ・貿易収支(先週)

中・貿易収支(5月)

中・資金調達総額(5月、15日までに)

中・マネーサプライ(5月、15日までに)

中・元建て新規貸出残高(5月、15日までに)

米・ニューヨーク連銀インフレ期待(5月)

国際原子力機関(IAEA)定例理事会(13日まで)

2025国連海洋会議(13日まで)

米・アップル年次世界開発者会議「WWDC25」(13日まで)

6月10日 火 08:50 マネーストック(5月)

15:00 工作機械受注(5月)

15:00 英・失業率(5月)

15:00 英・ILO失業率(2-4月)

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(先週)

21:00 ブ・拡大消費者物価指数(IPCA)(5月)

6月11日 水 08:50 国内企業物価指数(5月)

18:00 今国会3回目の石破総理大臣と野党党首による党首討論

21:30 米・消費者物価コア指数(5月)

27:00 米・財政収支(5月)

月例経済報告(6月)

6月12日 木 08:50 景況判断BSI大企業全産業(4-6月)

08:50 景況判断BSI大企業製造業(4-6月)

08:50 対外・対内証券投資(先週)

11:00 東京オフィス空室率(5月)

15:00 英・鉱工業生産指数(4月)

15:00 英・商品貿易収支(4月)

19:30 印・消費者物価指数(5月)

21:00 ブ・小売売上高(4月)

21:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

21:30 米・生産者物価コア指数(5月)

6月13日 金 10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存3-5年、残存5-10年、残存10-25年)(日本銀行)

13:30 設備稼働率(4月)

13:30 第3次産業活動指数(4月)

13:30 鉱工業生産(4月)

15:00 独・CPI(5月)

18:00 欧・ユーロ圏貿易収支(4月)

18:00 欧・ユーロ圏鉱工業生産指数(4月)

21:00 ブ・IBGEサービス部門売上高(4月)

23:00 米・ミシガン大学消費者信頼感指数速報(6月)

東京都議選2025告示(22日投開票)

印・外貨準備高(先週)

印・輸出(5月、16日までに)

印・輸入(5月、16日までに)

印・貿易収支(5月、16日までに)

6月15日 日 主要7カ国首脳会議(G7サミット、17日まで)
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Ｍａｒｋｅｔ展望 スケジュール 
日米主要経済指標のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■(日)1-3 月期国内総生産改定値 

6 月9 日（月）午前8 時50 分発表予定 

 

（予想は、前期比年率－0.7％） 1-3 月期法人企業統計調査では、企業の設備投資（ソフトウェア投資を除く）の前年比伸び

率がやや拡大したことから、改定値は若干の上方修正もあり得る。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(米)5 月消費者物価コア指数 

6 月11 日（水）午後9 時30 分発表予定 

 

（予想は、前年比＋2.9％。） 参考となる4月実績は前年比＋2.8％。新車と中古車は伸びが上昇する一方、衣料品は伸びが低

下。サービス価格の上昇率はやや鈍化したが、一部項目における上昇率が4月実績を上回る可能性があるため、コアインフレ率

は4月実績をやや上回る可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(欧)ユーロ圏4 月鉱工業生産 

6 月13 日（金）午後6 時発表予定 

 

（3月実績は、前月比＋2.6％） 参考となる3月実績は前月比＋2.6％。資本財や耐久消費財の生産は増加。4月については米

国による関税措置の影響が予想されるため、伸びは3月実績を下回る可能性がある。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■(米)6 月ミシガン大学消費者信頼感指数速報 

6 月13 日（金）午後11 時発表予定 

 

（予想は、52.0） 参考となる5月実績は52.2。5月時点でCB消費者信頼感指数は改善しているが、関税措置に対する消費者

の関心は高いため、5月実績を上回る可能性は低いとみられる。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻 日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

6月9日 1433 ベステラ プライム 6月12日 324A ブッキングリゾート グロース

6月9日 1844 大盛工業 スタンダード 6月12日 3419 アートグリーン 名証ネクスト

6月9日 2163 アルトナー プライム 6月12日 3491 ＧＡ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ グロース

6月9日 2301 学情 プライム 6月12日 350A デジタルグリッド グロース

6月9日 2991 ランドネット スタンダード 6月12日 3539 ＪＭホールディングス プライム

6月9日 3071 ストリーム スタンダード 6月12日 3976 シャノン グロース

6月9日 3180 ビューティガレージ プライム 6月12日 3988 ＳＹＳホールディングス スタンダード

6月9日 3246 コーセーアールイー スタンダード 6月12日 4194 ビジョナル プライム

6月9日 3497 ＬｅＴｅｃｈ グロース 6月12日 4384 ラクスル プライム

6月9日 4238 ミライアル スタンダード 6月12日 4431 スマレジ グロース

6月9日 7804 ビーアンドピー スタンダード 6月12日 4880 セルソース プライム

6月9日 7856 萩原工業 プライム 6月12日 4934 プレミアアンチエイジング グロース

6月9日 9636 きんえい スタンダード 6月12日 5131 リンカーズ グロース

6月10日 1436 グリーンエナジー＆カンパニー グロース 6月12日 5134 ＰＯＰＥＲ グロース

6月10日 2294 柿安本店 プライム 6月12日 5889 Ｊａｐａｎ　Ｅｙｅｗｅａｒ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ スタンダード

6月10日 2438 アスカネット グロース 6月12日 6091 ウエスコホールディングス スタンダード

6月10日 2910 ロック・フィールド プライム 6月12日 6184 鎌倉新書 プライム

6月10日 2929 ファーマフーズ プライム 6月12日 6309 巴工業 プライム

6月10日 3248 アールエイジ スタンダード 6月12日 6336 石井表記 スタンダード

6月10日 3657 ポールトゥウィンホールディングス プライム 6月12日 6619 ダブル・スコープ プライム

6月10日 4287 ジャストプランニング スタンダード 6月12日 7095 Ｍａｃｂｅｅ　Ｐｌａｎｅｔ プライム

6月10日 4334 ユークス スタンダード 6月12日 7097 さくらさくプラス グロース

6月10日 4422 ＶＡＬＵＥＮＥＸ グロース 6月12日 7640 トップカルチャー スタンダード

6月10日 4441 トビラシステムズ スタンダード 6月12日 7777 スリー・ディー・マトリックス グロース

6月10日 6898 トミタ電機 スタンダード 6月12日 7850 総合商研 スタンダード

6月10日 7682 浜木綿 スタンダード 6月12日 8142 トーホー プライム

6月10日 7983 ミロク スタンダード 6月12日 8927 明豊エンタープライズ スタンダード

6月10日 9262 シルバーライフ スタンダード 6月12日 9236 ジャパンＭ＆Ａソリューション グロース

6月10日 9425 ＲｅＹｕｕ　Ｊａｐａｎ スタンダード 6月13日 1383 ベルグアース スタンダード

6月10日 9632 スバル興業 スタンダード 6月13日 168A イタミアート グロース

6月11日 2375 ギグワークス スタンダード 6月13日 1758 太洋基礎工業 スタンダード

6月11日 2751 テンポスホールディングス スタンダード 6月13日 1840 土屋ホールディングス スタンダード

6月11日 2923 サトウ食品 スタンダード 6月13日 186A アストロスケールホールディングス グロース

6月11日 3903 ｇｕｍｉ プライム 6月13日 1873 日本ハウスホールディングス プライム

6月11日 3955 イムラ スタンダード 6月13日 212A フィットイージー スタンダード

6月11日 4026 神島化学工業 スタンダード 6月13日 218A Ｌｉｂｅｒａｗａｒｅ グロース

6月11日 5031 モイ グロース 6月13日 2315 ＣＡＩＣＡ　ＤＩＧＩＴＡＬ スタンダード

6月11日 5032 ＡＮＹＣＯＬＯＲ プライム 6月13日 2373 ケア２１ スタンダード

6月11日 5132 ｐｌｕｓｚｅｒｏ グロース 6月13日 2424 ブラス スタンダード

6月11日 5572 Ｒｉｄｇｅ－ｉ グロース 6月13日 2695 くら寿司 プライム

6月11日 6387 サムコ プライム 6月13日 2978 ツクルバ グロース

6月11日 6535 アイモバイル プライム 6月13日 2997 ストレージ王 グロース

6月11日 6577 ベストワンドットコム グロース 6月13日 3121 マーチャント・バンカーズ スタンダード

6月11日 7064 ハウテレビジョン グロース 6月13日 3134 Ｈａｍｅｅ スタンダード

6月11日 7196 Ｃａｓａ スタンダード 6月13日 3161 アゼアス スタンダード

6月11日 7678 あさくま スタンダード 6月13日 3169 ミサワ スタンダード

6月11日 9166 ＧＥＮＤＡ グロース 6月13日 3195 ジェネレーションパス グロース

6月11日 9692 シーイーシー プライム 6月13日 325A ＴＥＮＴＩＡＬ グロース

6月12日 1444 ニッソウ グロース 6月13日 3320 クロスプラス スタンダード

6月12日 211A カドス・コーポレーション スタンダード 6月13日 3361 トーエル スタンダード

6月12日 215A タイミー グロース 6月13日 3399 丸千代山岡家 スタンダード

6月12日 2198 アイ・ケイ・ケイホールディングス プライム 6月13日 3418 バルニバービ グロース

6月12日 219A Ｈｅａｒｔｓｅｅｄ グロース 6月13日 3421 稲葉製作所 スタンダード

6月12日 2217 モロゾフ プライム 6月13日 3441 山王 スタンダード

6月12日 2776 新都ホールディングス スタンダード 6月13日 3444 菊池製作所 スタンダード

6月12日 2983 アールプランナー グロース 6月13日 3475 グッドコムアセット プライム

6月12日 3031 ラクーンホールディングス プライム 6月13日 3480 ジェイ・エス・ビー プライム

6月12日 3038 神戸物産 プライム 6月13日 3524 日東製網 スタンダード

6月12日 3070 ジェリービーンズグループ グロース 6月13日 3653 モルフォ グロース

6月12日 3159 丸善ＣＨＩホールディングス スタンダード 6月13日 3665 エニグモ プライム

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 

 

決算カレンダー 
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

6月13日 3770 ザッパラス スタンダード

6月13日 3843 フリービット プライム

6月13日 3921 ネオジャパン プライム

6月13日 3930 はてな グロース

6月13日 3931 バリューゴルフ グロース

6月13日 3974 ＳＣＡＴ スタンダード

6月13日 4014 カラダノート グロース

6月13日 4075 ブレインズテクノロジー グロース

6月13日 4174 アピリッツ スタンダード

6月13日 4175 ｃｏｌｙ グロース

6月13日 4267 ライトワークス グロース

6月13日 4378 ＣＩＮＣ グロース

6月13日 4382 ＨＥＲＯＺ スタンダード

6月13日 4446 Ｌｉｎｋ－Ｕグループ プライム

6月13日 4592 サンバイオ グロース

6月13日 4936 アクシージア プライム

6月13日 5218 オハラ スタンダード

6月13日 5248 テクノロジーズ グロース

6月13日 5585 エコナビスタ グロース

6月13日 5888 ＤＡＩＷＡ　ＣＹＣＬＥ グロース

6月13日 5971 共和工業所 スタンダード

6月13日 6037 楽待 スタンダード

6月13日 6049 イトクロ グロース

6月13日 6267 ゼネラルパッカー スタンダード

6月13日 6630 ヤーマン プライム

6月13日 6656 インスペック スタンダード

6月13日 6757 ＯＳＧコーポレーション スタンダード

6月13日 6778 アルチザネットワークス スタンダード

6月13日 6838 多摩川ホールディングス スタンダード

6月13日 6966 三井ハイテック プライム

6月13日 7050 フロンティアインターナショナル グロース

6月13日 7073 ジェイック グロース

6月13日 7110 クラシコム グロース

6月13日 7126 グローバルスタイル スタンダード

6月13日 7131 のむら産業 スタンダード

6月13日 7378 アシロ グロース

6月13日 7379 サーキュレーション グロース

6月13日 7614 オーエムツーネットワーク スタンダード

6月13日 7674 ＮＡＴＴＹ　ＳＷＡＮＫＹホールディングス グロース

6月13日 7683 ダブルエー プライム

6月13日 7692 アースインフィニティ スタンダード

6月13日 7810 クロスフォー スタンダード

6月13日 7827 オービス スタンダード

6月13日 7831 ウイルコホールディングス スタンダード

6月13日 7878 光・彩 スタンダード

6月13日 8013 ナイガイ スタンダード

6月13日 8077 トルク スタンダード

6月13日 8079 正栄食品工業 プライム

6月13日 9163 ナレルグループ グロース

6月13日 9235 売れるネット広告社グループ グロース

6月13日 9237 笑美面 グロース

6月13日 9240 デリバリーコンサルティング グロース

6月13日 9251 ＡＢ＆Ｃｏｍｐａｎｙ グロース

6月13日 9254 ラバブルマーケティンググループ グロース

6月13日 9279 ギフトホールディングス プライム

6月13日 9556 ＩＮＴＬＯＯＰ グロース

6月13日 9565 ＧＬＯＥ グロース

6月13日 9603 エイチ・アイ・エス プライム

6月13日 9743 丹青社 プライム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 
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格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 
格上げ・買い推奨 

 

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

6月2日 野村 7721 東京計器 BUY新規 4400

6月3日 大和 4478 フリー 3→1格上げ 2700→5100

野村 4452 花王 NEUTRAL→BUY格上げ 6700→7700

7013 IHI NEUTRAL→BUY格上げ 9500→16500

6月4日 大和 3861 王子HD 2→1格上げ 800→850

3863 日本製紙 3→2格上げ 1100→1300

東海東京 6762 TDK NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 1500→1820

6月5日 ＳＭＢＣ日興 4151 協和キリン 2→1格上げ 2600→2900

6月6日 ＪＰモルガン 3626 TIS UNDERWEIGHT→NEUTRAL格上げ 3600→4700

9007 小田急電鉄 NEUTRAL→OVERWEIGHT格上げ 1600→1900

9024 西武HD UNDERWEIGHT→NEUTRAL格上げ 2800→3800

みずほ 4694 BML 中立→買い格上げ 2900→4200

大和 8276 平和堂 3→2格上げ 2500→3200

東海東京 7990 グローブライド NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 2050→2300
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日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

6月2日 ＪＰモルガン 8354 ふくおかFG OVERWEIGHT→NEUTRAL格下げ 5360→4210

ＵＢＳ 2590 DyDo NEUTRAL→SELL格下げ 3200→2100

2801 キッコーマン BUY→NEUTRAL格下げ 2000→1400

6098 リクルートHD BUY→NEUTRAL格下げ 9040

6月3日 ＳＭＢＣ日興 7867 タカラトミー 1→2格下げ 4200→3400

モルガン 8830 住友不動産 OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 5800→5750

東海東京 6841 横河電機 OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 4500→3840

野村 6326 クボタ BUY→NEUTRAL格下げ 2600→1610

6845 アズビル BUY→NEUTRAL格下げ 1500→1350

6月4日 ＪＰモルガン 9023 東京地下鉄 NEUTRAL→UNDERWEIGHT格下げ 1800→1700

大和 4527 ロート製薬 2→3格下げ 2670→2060

東海東京 6981 村田製作所 OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 3430→2270

野村 9552 M&A総研HD BUY→NEUTRAL格下げ 3600→1500

6月5日 シティ 6201 豊田自動織機 1→2格下げ 14000→16300

6月6日 ＪＰモルガン 9719 SCSK OVERWEIGHT→NEUTRAL格下げ 4200→4400

ＵＢＳ 6135 牧野フライス BUY→NEUTRAL格下げ 10700→12300

モルガン 4849 エン・ジャパン EQUALWEIGHT→UNDERWEIGHT格下げ 1700→1200

岡三 4689 LINEヤフー 強気→中立格下げ 500→550

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

5月第5週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で6516億円と買い越しを継続した。現物は買い越しを継続し、

TOPIX先物で買い越しに転じ、225先物で売り越しに転じた。個人投資家は総合で3340億円と売り越しを継続した。 

 

そのほか、投信は2469億円と売り越しに転じ、都地銀は133億円と買い越しに転じた。生・損保は85億円と買い越しに転じ、

事法は2504億円と買い越しを継続し、信託は1705億円と売り越しを継続した。 

 

なお、自己は現物で買い越しに転じ、TOPIX先物で売り越しに転じ、225先物で買い越しを継続し、総合で1137億円と売り越し

を継続した。この週の裁定残は前週末比161.00億円減少（売り越し）とネットベースで1兆6940.30億円の買い越しとなった（買

い越し幅減少）。週間の騰落率は日経平均で2.17％の上昇だった。 

5 月第 5 週：外国人投資家は総合で買い越しを継続 

投資主体別売買動向
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単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

25/02/17 ▲1,719 1,618 ▲1,465 471 2,000 ▲245 ▲410 ▲260

25/02/24 ▲1,079 5,180 ▲6,077 74 1,487 ▲215 ▲120 ▲300

25/03/03 ▲2,807 ▲4,643 ▲740 2,612 2,002 ▲180 344 3,372

25/03/10 8,716 ▲1,430 ▲7,922 ▲761 932 ▲352 ▲256 597

25/03/17 4,348 ▲4,452 2,273 ▲1,259 409 ▲91 ▲103 ▲746

25/03/24 13,895 4,574 ▲8,271 ▲1,816 ▲116 6 ▲751 ▲7,879

25/03/31 ▲18,085 7,038 6,218 2,477 3,025 303 ▲77 ▲1,939

25/04/07 ▲6,762 ▲823 1,327 657 3,583 ▲146 ▲164 1,742

25/04/14 ▲2,300 ▲2,445 1,680 693 1,831 ▲145 ▲218 902

25/04/21 2,298 ▲3,784 3,062 ▲580 786 ▲420 ▲233 ▲1,058

25/04/28 ▲2,199 ▲1,617 3,870 1,752 1,036 ▲157 ▲408 ▲2,252

25/05/05 2,289 ▲3,715 3,640 315 1,550 ▲972 ▲69 ▲2,622

25/05/12 ▲1,292 ▲2,225 5,978 96 2,429 ▲1,188 ▲445 ▲2,859

25/05/19 ▲9,066 ▲613 2,833 739 7,121 ▲777 ▲185 ▲302

25/05/26 273 ▲3,610 6,116 ▲2,643 2,532 ▲910 ▲206 ▲975

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

25/02/17 1,940 ▲568 ▲1,100 ▲19 ▲13 ▲223 107 ▲126

25/02/24 1,420 ▲41 ▲1,500 54 ▲19 ▲172 ▲362 692

25/03/03 300 435 ▲1,100 484 ▲0 ▲39 ▲72 58

25/03/10 ▲1,000 ▲240 2,000 30 10 ▲72 70 200

25/03/17 ▲2,870 104 2,800 229 8 6 ▲55 ▲238

25/03/24 ▲9,200 ▲350 ▲3,300 2,503 ▲8 29 ▲584 10,808

25/03/31 7,130 0 ▲8,000 ▲86 ▲11 ▲121 601 260

25/04/07 3,499 57 ▲3,127 ▲339 1 ▲304 ▲64 212

25/04/14 1,034 ▲88 961 288 10 ▲1,778 ▲165 ▲198

25/04/21 ▲1,414 ▲261 1,547 12 9 394 13 ▲308

25/04/28 2,110 347 ▲2,800 ▲88 ▲8 ▲163 74 565

25/05/05 ▲691 71 133 ▲80 ▲12 471 2 85

25/05/12 390 198 ▲1,500 212 0 ▲34 858 ▲200

25/05/19 1,800 ▲14 ▲1,800 53 ▲1 669 0 ▲722

25/05/26 ▲2,000 ▲30 1,000 196 10 585 56 280

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

25/02/17 970 ▲630 ▲2,300 174 26 20 218 1,630

25/02/24 1,600 1,000 ▲3,700 330 53 298 ▲1,854 2,450

25/03/03 1,560 100 ▲2,000 ▲44 10 ▲292 ▲608 1,840

25/03/10 ▲1,700 ▲400 0 0 ▲86 ▲24 740 ▲410

25/03/17 ▲40 ▲310 1,300 ▲174 ▲56 ▲181 757 ▲1,388

25/03/24 ▲2,700 530 400 292 24 ▲249 ▲323 1,740

25/03/31 6,850 200 ▲6,000 400 149 2 ▲874 ▲350

25/04/07 ▲594 ▲65 ▲568 ▲356 17 ▲36 ▲126 2,072

25/04/14 ▲679 ▲467 520 ▲68 ▲91 1 ▲28 958

25/04/21 ▲848 ▲764 632 126 ▲121 ▲45 1,520 ▲465

25/04/28 ▲1,880 0 1,400 93 ▲9 22 1,042 ▲900

25/05/05 501 ▲140 936 43 ▲47 ▲21 ▲277 ▲910

25/05/12 ▲410 60 2,100 ▲307 18 3 755 ▲2,320

25/05/19 1,140 230 0 ▲259 4 8 ▲410 ▲1,140

25/05/26 590 300 ▲600 ▲22 ▲38 410 283 ▲1,010

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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新規上場銘柄

新規上場銘柄 
結果とスケジュール 

 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件
（円）

公募株数
（株）

売出株数
（株）

公募価格
（円）

初値
（円）

主幹事
6/6終値

（円）

伊澤タオル 365A スタンダード 6/20 700～750 0 5,000,000 - -
MUMSS、

モルガン、SBI
-

事業内容：

ウェルネス・コミュニケーションズ 366A グロース 6/23 2,450～2,480 550,000 949,600 - - 野村 -

事業内容：

プリモグローバルホールディングス 367A スタンダード 6/24 - 0 6,466,800 - -
みずほ、

SMBC日興
-

事業内容：

北里コーポレーション 368A プライム 6/25 - 0 14,000,000 - -
野村、

SMBC日興
-

事業内容：

エータイ 369A グロース 6/26 - 204,000 1,200,000 - - 大和 -

事業内容：

レント 372A スタンダード 6/30 - 500,000 344,000 - - みずほ -

事業内容：

リップス 373A グロース 6/30 - 50,000 1,060,500 - - 野村 -

事業内容：

ヒット 378A グロース 7/4 - 670,000 950,000 - - SBI -

事業内容：

タオル製品等の企画・製造及び販売

健康管理SaaS等を用いたヘルスデータプラットフォーム及びソリューション事業

不妊治療に関する医療機器等の製造販売

永代供養墓の企画・建立・運営・販売代行を行う永代供養墓募集代行業務及びその他関連業務

ブライダルジュエリーの企画・販売

産業機械、建設機械及び産業車両等のレンタル事業等

メンズコスメの企画・販売を行う商品事業及びヘアサロンのフランチャイズ運営を行うサロンフランチャイズ事業

屋外広告媒体の企画、運営及び屋外広告を中心とした広告全般の取扱いに係る事業
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

2378 ルネサンス 1033 1031.75 1012.5 3176 三洋貿易 1456 1450.25 1446

3302 帝繊維 2674 2663 2539 3433 トーカロ 1854 1794 1735

3963 シンクロフード 626 462 566 4452 花王 6676 6643.75 6365.5

5698 エンビプロＨＤ 496 457.25 493 5741 ＵＡＣＪ 4990 4941.25 4640

7817 パラベッド 2587 2575 2585 8439 東京センチュ 1580 1541.75 1515

8515 アイフル 412 332.25 409 8877 エスリード 4515 4472.5 4112.5

9039 サカイ引越 2610 2451 2547 9248 人・夢・技術Ｇ 1653 1605.75 1646

9900 サガミHD 1745 1730.25 1609 9948 アークス 2885 2608 2873.5

1768 ソネック 902 883.5 897.5 1841 サンユー建設 1074 984.25 1056.5

1966 高田工業所 1532 1512.75 1524.5 2136 ヒップ 1195 1051 1185

2305 スタジオアリス 2094 2055.5 2054.5 2449 プラップＪ 992 933.5 982.5

2499 日本和装 333 296.25 320.5 2693 ＹＫＴ 243 232.25 242.5

2883 大冷 1936 1918.75 1932.5 2923 サトウ食品 7710 7637.5 7160

3065 ライフフーズ 1677 1666.5 1672.5 3069 JFLAHD 164 162 154

3121 マーチャント 334 306 321.5 3222 ＵＳＭＨ 920 837.25 914

3421 稲葉製作 1776 1760.5 1744 3544 サツドラホールディン 853 810.75 850.5

3988 SYSHD 570 513 560 3997 トレードワークス 1283 1182.25 1067.5

4365 松本油脂 17980 17802.5 16985 4439 東名 1984 1958.5 1675.5

4671 ファルコＨＤ 2341 2340 2260 4816 東映アニメ 3195 3155 3149.5

5133 テリロジーＨＤ 391 321.25 353 5184 ニチリン 3570 3559.75 3477

5368 日本インシュレ 960 914.75 950.5 5724 アサカ理研 1216 913.5 1080.5

5742 ＮＩＣ 769 745.5 767 5900 ダイケン 800 794.25 771.5

5918 滝上工 7170 6627.5 7110 5936 洋シヤター 824 809.75 799

5962 浅香工業 1594 1576.5 1569.5 6016 ジャパンエン 5020 4565.5 4325.5

6074 ＪＳＳ 523 479.75 500.5 6087 アビスト 3255 3154.75 3230.5

6267 ゼネパッカー 2837 2819.25 2805.5 6317 北川鉄 1457 1303 1445.5

6566 要興業 1075 1057.25 999 6626 ＳＥＭＩＴＥＣ 1960 1855.5 1936

6969 松尾電機 696 495.75 642 6973 協栄産 3965 2348.25 2522.5

7021 ニッチツ 1800 1578 1797 7299 フジオーゼ 1370 1255.75 1360.5

7417 南陽 1195 1055 1166.5 7472 鳥羽洋行 3610 3576.25 3605

7681 レオクラン 1024 1004 1023.5 7719 東京衡機 252 224 241.5

7819 粧美堂 647 515 631 7975 リヒトラブ 1154 1122 1139.5

8198 ＭＶ東海 3215 3161.25 3085.5 9060 日ロジテム 4000 3678.75 3807.5

9063 岡県運送 3495 3165.25 3272.5 9083 神姫バス 3540 3473.75 3495

9233 アジア航測 1114 1109.75 1065 9275 ナルミヤ 1282 1256.5 1250
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一目均衡表 雲抜け銘柄
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1333 マルハニチロ 3048 3071 3050.5 1813 不動テトラ 2168 2213.5 2306.5

2359 コア 1866 1872 1866.5 2395 新日科学 1290 1356.5 1483

2602 日清オイリオ 4690 5048.75 4805 2613 Ｊオイル 1956 2044.25 1963.5

2875 東洋水産 9105 9706.25 9425 2980 ＳＲＥＨＤ 3655 3952.5 3892.5

3116 トヨタ紡織 1932 1938.5 2141.5 3151 バイタルＫＳＫ 1219 1242 1224

3405 クラレ 1805 1950 1807.5 3498 霞ヶ関キャピタル 13030 14907.5 13340

3984 ユーザーローカル 1836 1872 2124.5 4180 Ａｐｐｉｅｒ 1469 1481.25 1482

4310 ＤＩ 2478 2585.25 2552.5 4543 テルモ 2606 2828.25 2658

4559 ゼリア新薬 2046 2248.75 2166 4578 大塚ＨＤ 6778 8452 7349.5

4665 ダスキン 3642 3840.5 3687 4801 セントラルＳＰ 2392 2408 2403.5

5122 オカモト 4940 5287.5 5020 5331 ノリタケ 3620 3823.75 3725

6036 キーパー技研 3730 3965.5 5018.5 6098 リクルートＨＤ 8127 9542.5 8295.5

6134 FUJI 2248 2302.75 2389.5 6412 平和 2040 2072.75 2053

6465 ホシザキ 5225 5493.5 5267 6586 マキタ 4278 4617.5 4365

6823 リオン 2331 2461.75 2576 6875 メガチップス 4875 5366.25 4877.5

7202 いすゞ自 1822 1950 1954.5 7203 トヨタ自 2652 2727 3037

7211 三菱自 415 433.75 434 7220 武蔵精密 2731 3043.25 2857

7381 北國ＦＨＤ 4810 4961.25 5027.5 7596 魚力 2399 2427.75 2431.5

7613 シークス 1143 1144 1379.5 7751 キヤノン 4310 4703.75 4372.5

7856 萩原工業 1472 1472.75 1475 7979 松風 2041 2290 2055.5

8163 SRSHD 1202 1208.5 1204.5 8200 リンガーハット 2214 2232 2322

8278 フジ 2007 2040.5 2017.5 8624 いちよし 785 844.5 831.5

8771 Ｅギャランティ 1491 1525 1618.5 8793 ＮＥＣキャピ 3750 3785 3785

8801 三井不 1367 1368.75 1405 8892 日本エスコン 967 988.25 985

9045 京阪ＨＤ 3109 3138.5 3179.5 9052 山陽電鉄 1991 2003 2008

9278 ブックオフＧＨＤ 1387 1390.75 1449 9627 アインＨＤ 5062 5333 5319

9765 オオバ 1012 1020.25 1020.5 9824 泉州電業 4205 5166.25 4625

9990 サックスバＨＤ 820 877.25 835 1712 ダイセキＳ 1065 1134.75 1068

1807 佐藤渡辺 1632 1641 1686 2735 ワッツ 708 742 715

2763 ＦＴグループ 1101 1119.25 1107.5 3317 フライングＧ 2490 2525 2906.5

3323 レカム 76 76.75 80 3435 サンコーテクノ 1157 1167.5 1295

3512 日フエルト 456 468 459.5 3639 ボルテージ 233 250.75 258

3787 テクノマセ 569 625.5 678 3791 ＩＧポート 1806 2074.25 1870.5

4248 竹本容器 828 836 832 4650 SDエンター 271 271.25 301.5

4667 アイサンテクノ 1383 1387 1394.5 4750 ダイサン 551 571.75 585

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲下抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11 ℡：0848-23-8121 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681 宇 部 支 店 〒755-0029　宇部市新天町2-3-3 ボスティビルド3階℡：0836-31-1105

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp

徳 山 支 店
萩 営 業 所

〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

三 原 支 店

尾 道 支 店
今治営業所

〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291

呉 支 店

本店営業部

尾 道 支 店

府 中 支 店

福 山 支 店

岡山営業所

尾 道 支 店
因島営業所

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社
金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票J-10-002 企画部2024年4月改正）
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